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ここはタイトルです


東京都立科学技術高等学校１年　○四葉　太郎(Taro YOTSUBA)
二葉　二郎(Jiro FUTABA)
三葉　四郎(Shiro MITSUBA)


概要
　ここは概要です。大枠の分野の目的、さらに自分が研究している分野の目的、先行研究、自分の研究の目的、位置付け、方法、結論、新規性（あれば。勉強のレビューであればその旨。）など、学年、分野が異なる人にも論理の流れが掴めるようにしていただけると幸いです。


１　序論
　本講究録は『序論』、『本論』、『結論』の形式で書いて下さい。（節の『序論』、『本論』、『結論』のタイトルは固定し、自分が設定するタイトルは小節からでお願いします。）この序論では概要を膨らませたものを書いて下さい。必要に応じて（教科書を含めて良い）文献を引用して下さい。特に『学年分野が異なる人にも論理の流れが掴める』為に、言葉の定義が一定レベル（これを正確に判断することは難しいですが）で明確にするよう心がけて下さい。序論の最後に全体の流れを書くと、よりわかりやすくなると思います。


２　本論
　ここでは発表の本論について書いて下さい。特に『方法』、『結果』、及びそれらが『人の研究』か、『自分の研究』かが分かるように書いて下さい。本講究録は論文雑誌ではないので箇条書きやフローチャートを用いた説明用の図式などを用いても構いません（カラーが必要な方はあらかじめご連絡下さい。）。


３　結論
ここでは発表の結論について書いて下さい。結論とは序論で書かれた『研究の目的』を本論で書かれた内容を用いて『どのように達成したか』、あるいは、『どの程度達成できなかったか』を明確にするようにして下さい。
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 [1] T. Yotsuba, "Paper Title", J. Yotsuba, vol. 1, (2018).
 [2] 四葉太郎, "論文タイトル", 四葉出版, (2018).

四葉　太郎

最後に簡単な自己紹介を書いて下さい（ここの内容を要約して研究会で紹介させていただく予定です）。複数人いる場合は研究活動における役割も書くとわかりやすいと思います。例：2007年4月1日生まれ。東京都立科学技術高等学校卒業、四葉大学卒業、同大学院理学研究科博士前期課程２年次在学中（修了予定）。四葉のクローバーを見つける為に四葉大学大学院クローバー研究室にて日々研究中。夢は四葉のクローバーになること。研究のポジションは土役。
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三葉　四郎
[bookmark: _GoBack]、、、



czuprgraer

TR Cw A YT
® Ty
o TS

1w
RS L T T O s, 80 TR TR
N 7. AUREL. O3 € ARSI 1.) 2
IRSURRENG 1 UOERL T, GREBLT (RO &
AL o0, W AN LRI B, 180
R IO 2 LT OR300
TEIL TR XD T CLLLBLET,

2 xm

AR oA S0, W D, T, REGTAD.
s o TR %05 31, AR50
Y701 4 LRI A O, (37
Provmmant

3 wm
SRR T30, WAL RO €




